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要旨 
 

戦後日本の異言語(外国語)教育は、ほとんどの場合、英語教育を意味してきた。また、そ

の英語教育が唯一のモデルとしてきたのは母語話者の英語であった。筆者は、言語および諸

英語変種の多様性の尊重という観点から、この異言語教育のあり方を問題視する。本稿の趣

旨は、現在の中学校英語教育に見られる英語母語話者志向の問題を追究し、EIAL(English as 
an International Auxiliary language: 国際補助語のひとつとしての英語)の言語観・英語観

に依拠する新たな英語教育の枠組を提示することである。英語母語話者志向(以下、母語話者

志向)とは、母語話者の歴史的・社会文化的背景に根ざした英語こそが正統かつ至上のモデル

であるとする認識、および母語話者のもつ価値観を普遍的だとする態度を指す。EIAL とは、

森住(2008a, c)、Morizumi(2009)による世界の多様な言語および英語変種を尊重する言語

観・英語観、さらに個々の英語変種それ自体のことである。本稿の具体的な目的は以下の 4
点である。 
 

(1) 日本の英語教育が拠るべき EIAL の言語観・英語観を提示すること。 
(2) 教科書における母語話者志向と多民族尊重の二重性を究明し、新たな枠組を提案

すること。 
(3) 教科書を調査し、登場する日本人名に表れた母語話者志向性を検証すること。 
(4) 「EIAL の 1 つとしての日本英語」の教科書への導入を提案すること。 

 
これらの目的を、それぞれ本論第 1 章から第 4 章の各章にて論ずる。第 1 章では、目的(1)

を中心に論ずる。「英語の脱英米化・多様化」の文脈で語られることの多い Kachru の WE 
(World Englishes)論における問題点を検証する。支配者の言語である英語への抵抗として生

まれた WE 論であるが、そこには英語に「普遍語」・「世界語」という特別な価値を付与する

ような、いわば英語における権力の問題が依然としてまとわりついている。この問題は、日

本の英語教育が抱える問題でもあることを示したい。そのうえで、日本の英語教育が拠るべ

き絵言語観・英語観としての EIAL を提示する。 
 第 2 章では、目的(2)を中心に、現在の英語教科書は、多様な民族が登場する一方で、単一

の母語話者規範に固執しているため、本質的な異文化理解教育に至っていないということに

ついて論ずる。さらに、この二重性の問題を解消するために、EIAL にもとづいた英語教育

の新たな枠組を提示する。 
 第 3 章では、目的(3)を中心に、個々人および諸民族のアイデンティティの根幹ともいえる

「人名」に焦点をあてて教科書の調査・考察をする。とくに、日本人登場人物の初対面での

呼称や、日本人名の短音節化傾向から「母語話者志向のイデオロギー」を解明する。 
第 4 章では、目的(4)を中心に、以上に論じてきた問題の改善策として、「日本英語」の教

科書への導入を、具体的な例をあげながら提案する。また、現時点でできることとして実施

した自作教材を使っての授業実践を、本稿の理論の実践化という位置づけで報告する。最後

に、授業後に生徒が書いた感想や気づきなどをふまえつつ、今後の展望について論ずる。 
ことばの教育は、とりもなおさず思想の教育といえよう。世の中は、いつの時代もある種
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の思想によって動かされる。教える側の導き方によって、戦争への気運が高まったり、平和

を希求する人間が育成されたりするという事実は歴史が示すとおりである。英語のような大

言語を教える際に、その英語が「均質化を推し進める権力としての英語」か、「多様化を認め

る民族共生のための英語」かということもまた、きわめて重大な思想的問題である。ことば

そのものを大事にする心をもち、自己の確立、他者の理解を積極的に果たすような学習者を

育成するために、筆者は EIAL の言語観・英語観に依拠した英語教育が必要であると考える。

それがひいては世界の恒久平和へつながることを願って、本稿を提出する。 
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